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八千代市中央図書館等整備構想を策定しました。 

  構想は市内各図書館でご覧いただけます。 

 

「八千代市中央図書館等整備構想」は、平成２１年３月に策定されました。この整備 

構想では、中央図書館と市民ギャラリーの機能を持つ複合施設として、双方の相乗効果 

を図り、学び、憩い、集い、情報の場として整備し、市民の 

学習や文化芸術活動を支援し、子どもから大人まで幅広い年 

代の心のオアシスとなる文化施設をめざします。 

中央図書館は、生涯学習施設として、市民の学習を支援し、 

快適な読書空間を提供すると共に、地域資料や情報が得られ 

る場としての機能を持ち、インターネットや電子メディアを 

活用した情報拠点となる図書館を整備します。 

また、市民ギャラリーは、文化芸術の発表の場としての市 

民展示室や市民会館にある星襄一版画展示室を移設し、収蔵 

美術品も合わせた常設・企画展示室と美術収蔵庫を整備します。 

 

八千代市のめざす図書館 

図書館は、すべての市民が求める資料・情報への要求に応えるため、積極的かつ公平 

な資料・情報の収集、整理、保存、提供、発信により、市民一人ひとりの生涯にわたっ 

てさまざまな活動と課題解決を支え、暮らしに役立つ、地域に根ざしたサービスを行い 

ます。 

そこで、図書館サービスの中心となり、地域図書館を支援し、市民の要望に応えてい 

くために、次のような役割と機能をもつ中央図書館の整備が求められています。 

①生涯学習施設として、知的活動や創造的文化活動を支援する市民のための図書館 

②快適な読書空間としての図書館 

③文化と潤いのある八千代市にふさわしい図書館 

④高度情報化時代に対応できる情報拠点としての図書館 
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